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問題Ⅱ　問題Ⅲ
これから長い話を全部で３回聞きます。 
2回聞いてから、問題Aに答えてください。 その後で、もう1回聞いて、問題Bに答えてください。

これから、1回目を聞きます。

これから、2回目を聞きます。

これから３回目を聞きますが、その前に問題Bを最後まで読んでください。
30秒待ちます。１分待ちます。

では、3回目を聞きます。

問題Bに答えてください。解答時間はスライドを見てください。

あと1分です

解答をやめてください。

えー、皆さん、よくご存じのように、日本には、本州や北海道のような大きな島だけでなく、
小さな島もたくさんあります、本州から遠く離れた島ではおいしい魚や貝がたくさんとれる所が
あるんですが、東京や大阪などの大都市で売ろうとしても、安い値段でしか売ることができません。どうしてかというと、どんなにおいしい魚でも、船で運ぶのに時間がかかると、味が落ちてしまうからです。日本でおいしい魚というのは、新鮮な魚のことなんです。
そこでですね、中国地方にある、小さな島なんですが、最新の冷凍技術をとり入れて、魚や貝を冷凍して東京や大阪などの大都市に運ぶことにしました。この最新技術、1億円もかかるそうなんですが、特別な方法で冷凍するので、魚や貝をとれたばかりのおいしさのまま、運ぶことができるんです。今までの冷凍技術では、味が落ちてしまうという問題があったんですが、新しい技術によってそれが解決できました。その結果、どうなったかというと、この島の魚や貝はとてもおいしいと評判になって、高い値段で売れるようになりました。それに、島から遠く離れた所に運んでも、味が落ちないので、今では、インターネットで、日本全国に売れるようになったとのことです。つまり、高い値段でたくさん売れるようになって、小さな島が豊かになったというわけです。
新しい技術が小さな島を変えた話は海外でも有名になり、今では外国からもこの島に見学に来るそうです。

問題A　内容と合っているものには〇 (まる)、合っていないものには× (ばつ)を書いてください。
１．本州から離れた島の場合、とれた魚や貝を大都市に運ぶには、時間がかかります。
２．最新の冷凍技術を使っても、食べ物の味が落ちてしまいます。
３．この島でとれた魚や貝は、最新の技術を使うようになってから値段が安くなりました。
４．この島でとれた魚や貝を買いたいという人は、今では、日本のいろいろな所にいます。
５．最近は、海外からも、魚や貝を買いにこの島に来る人が増えました。
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